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平成31年度「ほっかいどうチャレンジテスト」前年度サポート問題（第１回）

中学校第３学年

数学 解答（生徒用）
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学校名 組 出席番号 氏 名

／16問中

x ＝５ 、y ＝１３

b
a y ＝－ x＋８ x ≦１５

「以下」はその数を含むので「≧、≦」、「未満」は
その数を含まないので「＞、＜」の不等号を使って表し
ます。
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次の式でも正解です。

１０５ ９７x＋ y
１００ １００



ア イ ウ エ

４０

６

７ (例)
(1) △ＡＢＤと△ＡＣＥにおいて、

仮定より
ＡＢ＝ＡＣ ……①
Ｂ Ｄ＝Ｃ Ｅ ……②

二等辺三角形の底角は等しいから、
∠ＡＢＤ＝∠ＡＣＥ ……③

①、②、③より、２組の辺とその
間の角がぞれぞれ等しいから、

△ＡＢＤ≡△ＡＣＥ

合同な図形の対応する辺は等しいから
ＡＤ＝ＡＥ

(2) 度

８ （正答例）

(1) 例１ グラフの山の頂上にあたる靴のサイズは

２４．５㎝ではないので、２４．５㎝の靴を最も多

く買うことは適切ではない。

例２ ２４．５㎝は最頻値ではないので、２４．５㎝の

靴を最も多く買うことは適切ではない。

(2) １０８７÷７２６０

最後に書いた証明の内容を振り返
り、書いた証明と図との関連を振り
返ることが大切です。

仮定から分かっている
ことを書き出します。

図形の着目すべき
性質や関係から、証
明に必要な条件を示
します。

△ABCは二等辺三角形なので、∠ABD＝∠ACE＝35°です。
また、BD＝ADより、△DABは二等辺三角形なので、∠DAB＝∠DBA＝35°です。
△ABD≡△ACEより、∠DAB＝∠EACです。
したがって、∠DAE＝∠BAC－（∠DAB＋∠EAC）＝40°になります。

（正答の条件）
次の①、③、または②、③について記述している

ものを正解とします。
① グラフの山の頂上にあたる靴のサイズは
２４．５㎝ではないこと。

② ２４．５㎝は最頻値ではないこと。
③ ２４．５㎝の靴を最も多く買うことは適切
ではないこと。


